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情報公開文書 
2025 年 1 月 6日 第 1 版 

2025 年 1 月 8日 第 2 版 

 

1. 研究の名称  
障害児支援に関わる課外活動で他学部生との協働を通して得た医学部生の学びに関する研究 

 

2. 倫理審査と許可 

京都大学大学院医学研究科・医学部及び医学部附属病院 医の倫理委員会の審査を受け、研究機関の長

の許可を受けて実施しています。  

 

3. 研究機関の名称・研究責任者の氏名  

1)研究機関の名称・研究責任者の氏名 

京都大学医学研究科 医学教育・国際推進センター 片岡仁美 

 

2)共同研究機関の名称、研究責任者の所属・職位・氏名 

鳥取大学医学部附属病院 地域医療学講座 准教授 孫大輔 

岡山大学病院 小児科・小児心身医療科 ダイバーシティ推進センター 講師 藤井智香子 

 

4. 研究の目的・意義  

本研究の目的は、障害児とその家族の支援に関わる課外活動で、教育職や福祉職を志す他学部の学生

との協働を通して、医学部生がどのような心理的変化や学びを得たと認識しているかを、医学部生およ

び他学部生へのインタビューを基に、比較しながらその特徴を明らかにすることです。課外での多職種

協働の早期曝露を通した、医学部生の学びを明らかにすることで、大学のカリキュラムとは異なる場で、

効果的な連携を医療や福祉、教育などの分野で実践していく上での知見を得ることが期待されます。 

 

5. 研究実施期間  

2025 年 4 月 1日から 2028 年 3 月 31 日まで 

 

6. 対象となる試料・情報の取得期間 

2025 年 4 月 1日から 2028 年 3 月 31 日の間に、兵庫県姫路市夢前町にある里山とその周辺地区で開催

される、障害児（神経発達症などの障害を診断され、放課後等デイサービスを利用している児）とその

家族を対象とした余暇支援事業の企画・運営に参加した医学部生および他学部の学生のうち、本研究に

同意し、インタビューを受けられた方。 

 

7. 試料・情報の利用目的・利用方法  

「障害児支援に関わる課外活動で他学部生との協働を通して得た学び」に焦点を当てて、研究対象者

へ半構造化インタビューを Zoom®などを用いたオンラインあるいは対面で行います。インタビューは同

意を得た上で、録音あるいは録画し、テキストを文字起こしを行います。文字起こししたテキストのう

ち、個人名等の個人を特定できるデータを分離し、得られたデータを集計・管理・解析に用います。主

に、大谷の SCAT (Steps for Coding and Theorization) 法を用いて質的分析を行い、研究結果は、論

文や学会発表に用いることがあります。これらのデータは、情報漏洩のないように注意した上で、共同

研究機関に提供する場合があります。 

 

8. 利用または提供する試料・情報の項目  

本研究で取り扱う情報には、インタビューの録画・録音データ、インタビュー時のメモ(フィールドノ

ート)、文字起こしデータが含まれます。なお、集計・管理・解析に用いる際は、個人名等の個人を特定

できるデータを分離して扱います。 

 

9. 利用または提供を開始する予定日 

2025 年 4 月 1日より 

 

10.当該研究を実施する全ての共同研究機関の名称および研究責任者の職名・氏名  
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京都大学医学研究科 医学教育・国際推進センター 片岡仁美 

 

（共同研究機関） 

鳥取大学医学部附属病院 地域医療学講座 准教授 孫大輔 

岡山大学病院 小児科・小児心身医療科 ダイバーシティ推進センター 講師 藤井智香子 

 

11. 試料・情報の管理について責任を有する者の氏名または名称  

京都大学医学研究科 医学教育・国際推進センター 片岡仁美 

 

12. 研究対象者またはその代理人の求めに応じて、研究対象者が識別される試料・情報の利用または他の研

究機関への提供を停止すること及びその方法  

ご自身の試料・情報を研究に利用されたくない方は、連絡先までその旨お知らせ頂ければ、解析対象

から削除します。 

 

13. 他の研究対象者等の個人情報および知的財産の保護等に支障がない範囲内での研究に関する資料の入

手・閲覧する方法 

他の研究対象者等の個人情報及び知的財産に支障がない範囲で研究に関する資料の入手・閲覧が可能

です。希望される方は、問合せ窓口までお知らせください。 

 

14. 研究資金・利益相反  

1） 研究資金の種類および提供者 

  京都大学医学研究科 医学教育・国際推進センター 運営費 

科研費 基盤 C「医学生の empathy を涵養する教育と総合診療医志向に関する全国調査及び介入研

究」課題番号 24K13315 

2） 提供者と研究者との関係 

資金提供者の研究への関与はありません。 

3） 利益相反 

利益相反について、京都大学利益相反ポリシー、京都大学利益相反マネジメント規程に従い、京

都大学臨床研究利益相反審査委員会において適切に審査しています。 

 

15. 研究対象者等からの相談への対応  

1） 研究課題ごとの相談窓口 

京都大学医学研究科 医学教育・国際推進センター  

片岡仁美  

Mail: kataoka.hitomi.5r@kyoto-u.ac.jp 
 

2） 各研究機関における相談等窓口 

京都大学医学研究科 医学教育・国際推進センター  

片岡仁美  

Mail: kataoka.hitomi.5r@kyoto-u.ac.jp 
 

鳥取大学医学部附属病院 地域医療学講座 

孫大輔 

Mail: sond@tottori-u.ac.jp 
 

岡山大学病院 小児科・小児心身医療科 ダイバーシティ推進センター  

藤井智香子 

Mail: gmd421027@s.okayama-u.ac.jp 
 


